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「野だて」でもてなす
長島の春

　3 月 31 日から「第 2 回夢追い長島花
フェスタ」が開幕しました。
 初日から天気にも恵まれ、メイン会場
やサブ会場、フラワーガーデン会場では、
見ごろの花々が来場者を歓迎しました。

 　◎関連記事＝Ｐ２～３

長島
な     が     し     ま

広報

４



長島で「春の花祭り」始まる
第２回夢追い長島花フェスタ開幕［3/31 ～ 5/6］

⑩⑨⑧

　

長
島
の
春
の
花
祭
り
「
第
２
回

夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
」
が
、

３
月
31
日
か
ら
５
月
６
日
ま
で
の

37
日
間
の
日
程
で
開
幕
し
ま
し

た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
２
回
目
と

な
っ
た
こ
の
花
フ
ェ
ス
タ
は
、
メ

イ
ン
会
場
に
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル

周
辺
を
、
サ
ブ
会
場
に
は
太
陽
の

里
、
そ
し
て
今
回
か
ら
フ
ラ
ワ
ー

ガ
ー
デ
ン
会
場
と
し
て
川
床
ふ
れ

あ
い
の
郷
と
赤
崎
橋
パ
ー
キ
ン
グ

パ
ー
ク
の
２
カ
所
が
追
加
さ
れ
ま

し
た
。

　

4
つ
の
会
場
と
長
島
本
島
を
一

周
す
る
国
道
・
県
道
沿
い
に
は
、

団
体
・
個
人
に
よ
る
管
理
の
も

と
、
30
種
以
上
約
15
万
本
の
花
が

植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
メ
イ
ン
会
場
と
サ

ブ
会
場
の
受
付
で
、
長
島
特
産
の

赤
土
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
使
っ
た
蒸
か

し
芋
の
サ
ー
ビ
ス
と
豪
華
賞
品
が

当
た
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、土
・

日
曜
日
を
中
心
に
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ

収
穫
体
験
や
押
し
花
体
験
教
室
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
は
ち

び
っ
こ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
ジ
ャ

ガ
イ
モ
祭
り
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

開
幕
初
日
は
、
町
文
化
ホ
ー
ル

で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
ア
ン
パ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー
が
あ
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長島で「春の花祭り」始まる

①

⑦⑥
⑤

④

③

②

① 花 が 咲 き 誇 る メ イ ン 会 場 で
スケッチを楽しむ子どもたち

② 来 場 者 の 競 り 人 ら が、 目 当
ての木を次々に競り落とす「春
の木市 in ながしま」

③ 大 勢 の 子 ど も や 家 族 連 れ で
賑 わ っ た オ ー プ ニ ン グ イ ベ ン
トの「アンパンマンショー」

④ メ イ ン 会 場 と サ ブ 会 場 に 展
示された造形物に喜ぶ来場者

⑤参加料 1,000 円で楽しめる人
気 の フ ラ ワ ー ア レ ン ジ メ ン ト
教室

⑥ フ ラ ワ ー ア レ ン ジ メ ン ト 教
室 の ほ か、 生 花 や 花 の 苗 が 販
売 さ れ る フ ラ ワ ー ガ ー デ ン 会
場の川床ふれあいの郷

⑦ サ ブ 会 場 の 太 陽 の 里 ピ ク
ニック広場

⑧ 丘 の 上 か ら 不 知 火 海 や 赤 崎
橋 が 見 渡 せ、 菜 の 花 が 満 開 の
フ ラ ワ ー ガ ー デ ン 会 場 の 赤 崎
橋パーキングパーク

⑨ メ イ ン 会 場 の イ ベ ン ト 広 場
周辺の花壇と造形物

⑩ 新 た に 製 作 さ れ た 入 場 ゲ ー
ト前でのテープカット

り
、
子
ど
も
連
れ
の
家
族
な
ど
大

勢
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
会
場
と
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー

デ
ン
会
場
で
は
、
3
月
31
日
と
4

月
1
日
、
焼
き
も
ち
と
「
野
だ

て
」
が
行
わ
れ
来
場
者
を
歓
迎
し

ま
し
た
。
海
が
見
え
る
イ
ベ
ン
ト

広
場
で
は
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
教
室
も
開
催
。
天
気
に
も
恵

ま
れ
、
会
場
内
に
咲
く
桜
も
満
開

で
見
ご
ろ
と
な
り
、
た
く
さ
ん
の

来
場
者
が
長
島
の
春
と
長
島
流
の

お
も
て
な
し
を
満
喫
し
て
い
ま
し

た
。
熊
本
県
球
磨
郡
錦
町
か
ら
家

族
３
人
で
メ
イ
ン
会
場
を
訪
れ
た

内
山
翔
吾
さ
ん
は
「
長
島
に
は
よ

く
魚
釣
り
に
来
ま
す
。
花
が
一
年

中
良
く
手
入
れ
さ
れ
、
石
積
み
花

壇
な
ど
き
れ
い
な
沿
道
が
魅
力
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。
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平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
内
訳

　

平
成
24
年
第
１
回
長
島
町
議
会
定

例
会
が
３
月
９
日
か
ら
26
日
ま
で
開

か
れ
、
26
日
の
最
終
本
会
議
で
平
成

24
年
度
一
般
会
計
予
算
、
夢
追
い
獅

子
島
架
橋
基
金
条
例
の
制
定
な
ど
38

議
案
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
会
委
員
の
村
尾

美
代
子
氏
＝
上
揚
＝
の
再
任
が
同
意

さ
れ
た
ほ
か
、
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
に
森
枝
速
人
氏
＝
葛

輪
、
福
永
優
氏
＝
萩
之
牟
礼
、
田
中

德
光
氏
＝
川
床
下
＝
の
3
人
を
再
任

す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
陸
上
空
母
離
着
陸
訓

練
施
設
の
馬
毛
島
へ
の
移
設
反
対
を

求
め
る
も
の
な
ど
陳
情
2
件
が
採
択

さ
れ
、
意
見
書
提
出
が
決
め
ら
れ
ま

し
た
。

総
額
89
億
６
３
１
万
２
千
円
を
計
上一

般
会
計
予
算

　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

総
額
89
億
６
３
１
万
２
千
円
と
な
り

ま
し
た
。
前
年
度
の
当
初
予
算
と
比

較
す
る
と
約
２
・
６
％
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
獅
子
島
小
学

校
新
築
工
事
や
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル

施
設
改
修
工
事
、
夢
追
い
獅
子
島
架

橋
基
金
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

歳
入

　

歳
入
の
内
訳
は
グ
ラ
フ
１
の
と
お

り
で
す
。
町
税
な
ど
の
自
主
財
源
の

構
成
比
は
13
・
１
％
で
、
自
主
財
源

は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

歳
出

　

歳
出
に
お
け
る
主
な
項
目
の
構
成

比
は
グ
ラ
フ
２
の
と
お
り
で
、
民
生

費
25
・
７
％
、
公
債
費
17
・
４
％
、

土
木
費
13
・
３
％
、
教
育
費
13
・
２
％

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

グラフ１

町税  8.7％
756,286 千円町税  8.6％

770,193 千円

分担金及び負担金  1.9％
169,023 千円

その他  2.6％
230,702 千円

地方交付税  51.0％
4,544,626 千円

県支出金  6.3％
557,256 千円

地方消費税交付金  1.0％
86,111 千円

その他  0.3％
24,552 千円

歳入合計
8,906,312 千円

依存財源  86.9％
7,736,394 千円

自主財源  13.1％
1,169,918 千円

町債  15.8％
1,409,800 千円

地方譲与税  0.8％
74,991 千円

国庫支出金  11.7％
1,039,058 千円
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行
政
用
語
の
解
説

■
歳
入

会
計
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治
体
等
の
収
入

■
歳
出

会
計
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治
体
等
の
支
出

■
地
方
交
付
税

国
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
を
一
定
の
基
準
に
よ
り
国
か
ら
交

付
さ
れ
る
税

■
町
税

町
民
税
、
固
定
資
産
税
な
ど
町
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
る
税
金

■
繰
越
金

前
年
度
か
ら
本
年
度
へ
持
ち
越
し
た
お
金

■
繰
入
金

町
の
基
金
な
ど
か
ら
繰
り
入
れ
た
お
金

■
国
庫
・
県
支
出
金

各
種
事
業
に
対
す
る
国
・
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
補
助
金

■
町
債

町
が
借
り
入
れ
た
お
金

■
総
務
費

全
般
的
な
管
理
事
務
、
企
画
調
整
事
務
、
財
政
事
務
、
選
挙
事
務

な
ど
の
経
費

■
民
生
費

社
会
福
祉
、
身
体
障
害
者
、
老
人
福
祉
、
児
童
福
祉
な
ど
の
経
費

■
衛
生
費

保
健
事
業
、
感
染
症
予
防
、
廃
棄
物
処
理
な
ど
の
経
費

■
農
林
水
産
業
費

農
・
林
・
漁
業
振
興
対
策
の
経
費

■
土
木
費

道
路
、
橋
り
ょ
う
、
河
川
、
港
湾
、
公
営
住
宅
な
ど
の
経
費

■
消
防
費

消
火
、
防
災
防
除
、
災
害
時
被
害
軽
減
な
ど
の
経
費

■
教
育
費

教
育
委
員
会
、
小
・
中
学
校
、
社
会
教
育
な
ど
の
経
費

■
公
債
費

事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
入
れ
た
お
金
の
償
還
金

グラフ２

農林水産費  8.3％
742,257 千円

民生費  25.7％
2,291,414 千円

土木費  13.3％
1,187,088 千円

公債費 16.6％
1,478,398 千円

総務費  10.6％
944,326 千円

衛生費  5.3％
475,032 千円

商工費  1.5％
136,178 千円

消防費  3.7％
330,756 千円

議会費  1.3％
116,408 千円

予備費  0.3％
30,000 千円

歳出合計
8,906,312 千円

教育費  13.2％
1,174,455 千円
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獅子島地区簡易水道再編推進事業 142,303
鷹巣の集落排水施設の管理費 27,041
汐見の集落排水施設の管理費 5,815
幣串の集落排水施設の管理費 12,082
三船の集落排水施設の管理費 3,525
浄化槽保守点検委託料 22,542
◎農林課
ふれあいの郷改修工事 3,300
マンダリンセンター等施設指定管理の委託 12,940
イノシシ電気柵設置補助 905
認定農業者の規模拡大補助 2,000
玉ねぎ作付推進補助 1,000
1 アールハウス設置支援補助 1,170
農業制度資金の利子補給 3,284
農畜産物処理加工施設、畑作農産加工施設、農
林水産物処理加工施設の管理経費 14,325

耕作放棄地の発生防止や多面的機能を確保する
ための交付金 50,317

認定農業者等担い手育成対策 2,476
優良繁殖雌牛導入事業及び保留事業の補助 1,200
長島牛銘柄確立対策の補助 2,000
有害鳥獣捕獲の補助 16,091
緊急間伐促進事業の補助 2,500
森林組合、森林整備公社への補助 1,600
町有林除間伐の委託 2,726
集落所有の入会林野の所有権を現存者に転換す
るための経費 2,049

林道の維持管理経費 3,287
◎耕地課
農地深耕の補助 2,750
農地造成の補助 5,800
農地客土の補助 3,040
暗渠排水の補助 1,200
干害対策の補助 2,000
農道の維持管理経費 58,237
農業用施設長寿命化事業 8,000
◎建設課
道路台帳の整備委託 5,246
町道及び国道 389 号の維持管理経費 69,517
平尾浜漉線の整備 66,600
萩之牟礼茅屋線の整備 71,100
山門野汐見線の整備 66,200
鷹巣杉ノ段線の整備 66,300
行人岳線の整備 71,200
町道の整備（川床加世堂線、川床毎床線、母良
木線、京泊線、蔵之元岡線、崎野線、蔵之元柳
原線、平駄線、指江米山線、広野汐見線、平尾
浜漉線、藤之元口之福浦線、御所浦線、指江川
内線、南母良木線、小田海岸線、小浜平尾線）

283,000

小浜港・白瀬港の野積場舗装及び護岸復旧等工
事 11,200

城川内港の物揚場等の整備、唐隈港の護岸（防波）
等の整備・諸浦港の可動橋等の整備【港整備交
付金事業】

220,500

加世堂港・塩追港の野積場舗装 8,300
公営住宅・町営住宅の維持管理及び維持補修経
費 3,725

公営住宅建設のための設計委託及び長寿命化策
定委託 9,618

諸浦港可動橋の維持管理経費 5,716
◎教育総務課
教職員住宅の環境整備 8,160
鷹巣小教室床補修、川床小体育館安定器交換、
伊唐小音楽室ベランダ防水補修、城川内小校舎
玄関庇スラブ防水補修等

5,439

鷹巣小・平尾小屋根防水工事、平尾小石積補修
工事 9,834

獅子島小学校校舎新築事業 259,706
鷹巣中武道館蛍光灯交換、川床中教室床貼替・
武道館畳修理、長島中音楽室床補修等 2,928

長島中非常用階段設置、獅子島中グランド改修
工事 6,550

中学校パソコン教室備品購入費（3 校） 16,811
理科教育振興備品の購入 3,750
遠距離通学児童・生徒への補助 2,931
準要保護児童・生徒への援助 12,298
スクールバスの管理経費 3,141
鷹巣幼稚園フェンス設置・テラス改修等 325
私立幼稚園の保育料補助 10,508
私立幼稚園と公立幼稚園との格差解消のための
保育料の一部補助 1,955

学校給食センターの運営経費 50,093
給食運搬車更新 7,200
◎学校教育課
英語指導助手の設置 9,785
◎社会教育課
英会話教室の実施 2,737
一家一花運動の実施 573
生涯学習学級・家庭教育学級・高齢者学級委託 2,330
放課後児童健全育成事業 3,370
劇団四季公演，子ども芸術劇場等 3,593
文化ホール改修事業 267,580
自治公民館対抗スポーツ大会、すいせんウォー
ク大会の委託 1,500

総合町民体育館大規模改修設計委託 15,000
Ｂ＆Ｇ艇庫シャッターの取替 4,337

↓整備計画された役場駐車場予定地（鷹巣地内） 改良が進む町道山門野汐見線（馬込地内）↓

単位：千円
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  平成 24 年度当初予算
主な事業を紹介します

◎総務課
行政連絡員活動費 14,761
防災行政無線管理費 14,759
サンセット長島の修繕料 1,000
役場駐車場整備事業 99,443
花嫁対策交流イベント 1,800
カーブミラー、ガードレール整備 2,000
県知事選挙費 12,017
消防団活動・運営経費 49,992
耐震性貯水槽設置 14,100
川床分団塩追班消防格納庫新設 18,398
小型ポンプ付積載車 1 台更新 5,300
災害対策費 6,792
集落間交流事業 1,000
◎企画財政課
広報ながしま等広報活動 2,654
夢追い獅子島架橋基金 111,050
巡回バス運行補助 17,267
乗合タクシー運行補助 1,200
出水駅蔵之元港間シャトルバス運行補助 1,451
自治公民館チャレンジ提案事業 10,000
空き家改修補助 6,000
国際交流事業 3,590
男女共同参画「ながしまを考える女性会議」 504
各地区のコミュニティーセンター管理費 1,947
田尻地区運動場トイレ改修工事 2,780
風力発電施設の管理費 5,421
獅子島乗合バス運行経費 2,917
獅子島地区フェリー運賃補助 4,320
各種統計調査の経費 603
◎町民福祉課
民生委員活動費 4,579
社会福祉協議会運営費 9,302
独居老人等宅の樹木伐採 4,358
在宅介護支援センターの管理費 6,049
老人給食サービス事業 5,750
敬老祝い金の支給 4,562
高齢者等住宅の改造費助成 1,600
老人クラブの助成 1,865
シルバー人材センターの運営補助 1,920
子宝お祝い金の支給 8,010
ひとり親家庭の医療費助成 4,370
子ども医療費助成 41,000
家庭児童相談 1,470
保育所の運営補助 412,685
延長保育、児童相談等の費用 26,609
放課後学童保育の運営補助 7,426
母子家庭への児童扶養手当給付 63,065

母子家庭への高等技能訓練の促進 1,250
母子家庭等の生活支援施設入所支援 3,434
児童手当の支給 203,050
へき地保育所の運営費 8,593
長生園の管理費 52,744
◎保健衛生課
病院群輪番制の運営補助 3,306
乳児・妊婦健診委託料 7,964
エンジェル支援事業補助 800
乳幼児から老人までの予防接種 30,251
結核予防のためのレントゲン検診 1,825
がん検診等の委託 22,909
水俣病相談窓口の設置 2,278
メチル水銀の曝露を受けた被害者等のリハビリ、
デイサービス事業 24,101

火葬場施設の管理経費 7,636
家庭ごみ収集運搬経費 130,694
し尿処理経費 34,924
出産育児一時金の支給 14,700
葬祭費の支給 1,200
居宅介護住宅改修費（要介護１以上） 6,300
介護予防住宅改修費（要支援１及び２） 2,700
高齢者紙おむつ支給（要介護４以上） 1,680
◎水産商工課
マダイ・ヒラメ等放流事業 6,652
水産物の広報、宣伝による販売促進補助 1,000
加工グループ育成補助金 10,900
漁業後継者の育成 2,319
おさかな祭り開催経費 2,000
藻場造成事業 15,000
獅子島地区の漁業再生支援 16,960
蔵之元漁港の整備 100,000
商工業の振興 5,248
観光の振興 28,503
キャンプ場の管理経費 3,732
温泉センターの管理経費 33,068
長島町観光ＰＲ事業 6,499
公共施設の環境美化事業 13,737
ピクニック広場改修事業 27,206
◎景観推進課
川床フラワーガーデン管理事業 6,737
サンセットストーンパーク取付道路設置工事 57,402
ぐるっとフラワーロード事業 12,561
花苗育苗・管理委託 7,565
◎水道課
浄化槽設置者に対する補助 74,060
鷹浦地区簡易水道再編推進事業 77,388
西部地区簡易水道再編推進事業 65,993

単位：千円
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i n f o r m a t i o n

　長島町で平成 22 年度から実施してきた
子宮頸がんワクチン、小児用肺炎球菌ワク
チン、Ｈｉｂワクチンの予防接種が、平成
24 年度も無料で継続されます。
　希望されるかたは、保健衛生課までご連
絡ください。

ワクチンの種類 対象年齢 接種期間 医療機関

子宮頸がんワクチン

中学１年生（13 歳相当）から
高校１年生（16 歳相当）の女子。
※高校２年生（17 歳相当）の
女子であって、平成 23 年度中
に１回以上予防接種を行った女
子ついても対象となります。

平成 24 年４月１日

～

平成 25 年３月 31 日

◆出水地区内の医療機関
であれば、ほとんどの医
療機関で実施できます。
◆出水地区以外の医療機
関を希望する場合は保健
衛生課へご連絡ください。小児用肺炎球菌ワクチン 生後２カ月から４歳

Ｈｉｂワクチン 生後２カ月から４歳

◎問い合わせ先
　役場保健衛生課環境衛生係
　☎（86）1111［内線 1107］

正
六
位
・
旭
日
双
光
章
を
授
与

↑
夫
人
の
キ
ヌ
エ
さ
ん
と
息
子
の

潮
さ
ん
に
川
添
健
町
長
か
ら
伝
達

　

３
月
27
日
、（
故
）
濵
上
實
則

さ
ん
（
本
浦
）
に
、
長
年
に
わ
た

る
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
貢
献

さ
れ
た
功
績
を
た
た
え
、
叙
位
・

正
六
位
と
旭
日
双
光
章
が
贈
ら

れ
、
川
添
健
町
長
か
ら
キ
ヌ
エ
夫

人
へ
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、
昭
和
62
年
５
月
か
ら

平
成
18
年
３
月
ま
で
東
町
議
会
議

員
と
し
て
、
新
生
長
島
町
が
誕
生

し
、
平
成
18
年
4
月
か
ら
平
成
24

年
１
月
ま
で
長
島
町
議
会
議
員
と

し
て
、
通
算
約
25
年
議
会
議
員
と

し
て
在
職
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
東
町
議
会
議
長
、
同

議
会
建
設
経
済
常
任
委
員
会
副
委

員
長
、
同
議
会
文
教
民
生
常
任
委

員
会
委
員
長
、
長
島
町
議
会
議
長

な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
円
滑

な
議
会
運
営
に
努
力
す
る
と
と
も

に
、
常
に
高
邁
な
政
治
信
念
の
も

前
長
島
町
議
会
議
長

　
（
故
）
濵
上
實
則
氏
を
た
た
え
る

と
に
活
動
を
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
旧
東
町
、
新
生
長
島
町
の
産

業
の
振
興
、
文
化
、
福
祉
の
向
上

な
ど
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
尽

力
さ
れ
、
卓
越
し
た
識
見
と
蓄
積

さ
れ
た
豊
か
な
人
生
経
験
を
も
と

に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
遺
憾
な
く

発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
東
町
農
業
委
員
会

委
員
と
し
て
遊
休
農
地
の
賃
貸
借

を
積
極
的
に
進
め
る
な
ど
農
地
の

集
積
と
有
効
利
用
を
図
り
、
農
家

の
経
営
規
模
拡
大
と
経
営
安
定
に

力
を
注
が
れ
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
5
月
か
ら
は
、
鹿
児

島
県
町
村
議
会
議
長
会
の
副
会
長

を
努
め
、
関
係
団
体
と
の
連
携
を

図
り
、
県
内
町
村
の
地
域
振
興
や

活
性
化
な
ど
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

※この予防接種は、接種対象者の保護者の希望により接種を受けるものです。

故　濵上實則議会議長
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ご
存
じ
で
す
か
？

「
市
町
村
交
通
災
害
共
済
」

町
で
は
、
市
町
村
交
通
災
害
共
済
の
加
入
申
し
込
み

を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
こ
の
共
済
は
皆
さ
ん
が

掛
金
を
出
し
あ
い
、
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
・
ケ
ガ
の
際
に
災
害
見

舞
金
が
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。
４
月
１
日
現
在
で
町
内
に
住
所
登
録
ま

た
は
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
か
た
は
、
年
齢
に
関
係
な
く
誰
で
も
加
入

で
き
ま
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

◇
加
入
で
き
る
人

　

長
島
町
に
住
民
登
録
ま
た
は
外
国

　

人
登
録
を
し
て
い
る
か
た
。
就
学

　
（
学
生
）
の
た
め
、
時
的
に
転
出

　

し
て
い
る
か
た
も
加
入
で
き
ま　

　

す
。

◇
加
入
申
し
込
み

　

役
場
へ
申
込
書
を
提
出

◇
共
済
掛
金
（
年
額
）

　

加
入
者
１
人
に
つ
き
年
５
０
０
円

　

中
途
加
入
者
（
4
月
以
降
の
加
入

　

者
）
も
同
額

◇
共
済
期
間

　

平
成
24
年
4
月
1
日
～
平
成
25
年

　

3
月
31
日
の
１
年
間
（
平
成
24
年

　

3
月
31
日
ま
で
受
付
分
）

　

※
4
月
1
日
以
降
に
受
付
し
た
か

　

た
の
共
済
開
始
日
は
、
受
付
の
翌

　

日
か
ら
に
な
り
ま
す
。

◇
対
象
と
な
る
事
故

　

国
内
で
自
転
車
、
原
動
機
付
自
転

　

車
、
自
転
車
、
汽
車
、
電
車
、
身

　

体
障
害
者
用
の
車
い
す
、
定
期
旅

　

客
船
、
旅
客
運
送
の
用
に
供
す
る

　

交
通
船
、
旅
客
機
等
に
よ
り
、
接

　

触
、
衝
突
、
転
覆
等
の
交
通
事
故

　

に
遭
わ
れ
て
、
そ
れ
が
原
因
で
身

　

体
に
障
害
を
受
け
た
場
合

◇
災
害
見
舞
金
の
額

　

①
死
亡
＝
１
０
０
万
円

　

②
治
療
実
日
数
に
よ
り
2
万
５
千

　
　

円
か
ら
18
万
円

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　
［
内
線
１
２
１
８
］

長
島
町
の
子
ど
も
医
療
費
制
度
が
改
正

　

本
町
で
は
、
小
学
３
年
生
終
了
月
ま
で
医
療
費
が
助
成

さ
れ
る
「
長
島
町
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
事
業
」
の
条
例

改
正
に
伴
い
、
４
月
１
日
か
ら
新
た
に
「
長
島
町
子
ど
も

医
療
費
助
成
事
業
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
大
き
く
変
更
に
な
っ
た
点
は
、
対
象
者
の
年
齢
拡

大
に
伴
い
こ
れ
ま
で
「
乳
幼
児
等
医
療
」
と
呼
ん
で
い
た

も
の
が
「
子
ど
も
医
療
」
と
名
称
変
更
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

対
象
が
９
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
（
小

学
３
年
生
終
了
月
）
ま
で
の
医
療
費
助
成
が
、
15
歳
に
達

す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
（
中
学
３
年
生
終
了

月
）ま
で
拡
充
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

こ
れ
ま
で
は
町
県
民
税
課
税
世
帯
で
は
、
医
療
費
の
一
部

負
担
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
は
撤
廃
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
受
給
資
格
が
な
か
っ
た
子
ど
も
の
保
護
者
に

は
登
録
の
申
請
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
お
済
み

で
な
い
か
た
は
、
こ
の
受
給
者
証
に
よ
る
診
療
を
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

役
場
町
民
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
内
線
１
１
３
３
］

改　　正　　前 改　　正　　後

受給対象
　　９歳に達する日以後の最初の３月 31 日

　　（小学３年生終了月）まで

　　  15 歳に達する日以後の最初の３月 31 日

　　  （中学３年生終了月）まで

　　

自己負担額
　　町県民税課税世帯 ･･･3,000 円の自己負担

　　町県民税非課税世帯 ･･･ 自己負担なし

　　　町県民税課税世帯 ･･･ 自己負担なし

　　　町県民税非課税世帯 ･･･ 自己負担なし

申請方法

◆持参する物 ･･･ ①保険証（対象となる子どもの分）　②通帳（保護者の物）

　　　　　　　　③印鑑（ゴム製の物は不可）

◆申請先 ･･･････ 長島町役場町民福祉課（鷹巣）、指江庁舎総合管理課　　　　

平成 9 年 4 月 2 日から
平成 14 年 4 月 1 日生まれの子も追加

受
給
に
は

　
登
録
が
必
要
で
す
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i n f o r m a t i o n

※公表の承諾を得た人を掲載。かごしま応援寄附金として鹿児島県に寄附された人は、
氏名等の公表の承諾を得られていないため、掲載していません。

●平成 23 年度中に長島町へ直接寄附された皆さん（受付順）

　
町
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
基
づ
い

て
寄
附
金
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
平
成
23
年

度
は
本
町
出
身
者
ら
71
人
か
ら
寄
附
金
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
寄
附
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
は
、
お
礼

と
し
て
本
町
の
特
産
品
を
お
届
け
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い

た
寄
付
金
の
一
部
は
「
夢
追
い
ふ
る
さ
と
長

た
く
さ
ん
の
ご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

↓花と石積みで彩られた花壇

島
景
観
基
金
」
と
し
て
積
み
立
て
ら
れ
て
い

ま
す
。平
成
23
年
度
は
そ
の
う
ち
の
一
部
を
、

イ
ベ
ン
ト
の
「
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
事

業
」
と
し
て
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
平
成
24
年
度
も
「
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
」
に
よ
る
寄
附
金
を
募
っ
て
い
ま

す
。
長
島
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
皆
さ
ん
、
ま

た
縁
の
あ
る
皆
さ
ん
、こ
の
制
度
を
活
用
し
、

ま
ち
づ
く
り
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
　

●平成 23 年度寄附金等の収入額
　①県協議会（かごしま応援寄附金）からの交付金　
　　　　　　　　　　　　　　　　　        196,847 円
　②夢追いふるさと長島景観寄附条例に基づく寄附金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  2,070,200 円

●平成 23 年度寄附金等の活用方法
　①夢追い長島花フェスタ　　                 1,720,200 円
　② 2011 ながしま造形美術展                        546,847 円

ふ
る
さ
と
と
の

絆
づ
く
り

千葉県	 　  江口     　實さん

大阪府	 　  山上　     静さん

北海道	 　  中村　     恵さん

長崎県	 　  山口　實幸さん

大阪府	 　  梅田　秀子さん

福岡県	 　  三反田伸満さん

鹿児島県    石塚　政揮さん

京都府	        川畑　清勝さん

千葉県	        川添　    努さん

兵庫県	        立野　弘美さん

鹿児島県    石橋　忠信さん

神奈川県    猿渡　祐史さん

茨城県	        浦　    眞一さん

大阪府	        福嵜　健雄さん

鹿児島県     佐々木美智子さん

東京都	        浜    　郁人さん

神奈川	        川添    用吉さん

東京都	        長屋　昌宏さん

東京都         長屋　宏之さん

神奈川県     東    　一市さん

東京都	        大江    幾代さん

東京都	        児島    幸治さん

熊本県	        江良    正司さん

千葉県	        町口政二三さん

東京都	        古川　善久さん

東京都	        中村　義友さん

埼玉県	        久保　英博さん

東京都	        福永　好克さん

群馬県	        田島　昭美さん

東京都	        堀野　久子さん

東京都	        一條　卓江さん

茨城県	        池田　玉子さん

茨城県	        池田　長治さん

東京都	        児島　安喜さん

千葉県	        福永　道夫さん

愛知県	        永井　久子さん

鹿児島県    坂上　法子さん

鹿児島県    寿福　     誠さん

東京都	        小野沢義弘さん

鹿児島県    大畑　壽夫さん

山梨県	        中村　    満さん

神奈川県    山上　信弘さん

東京都	        金磯　善博さん

千葉県	        垂門　正勝さん

神奈川県    折口　裕子さん
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NAGASHIMA TOWN Public Relations

役
場
の
人
事
異
動

　

４
月
１
日
付
け
で
、
町
職
員
の
人

事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し

ま
す
。（　

）
は
旧
職
で
す
。

〈
課
長
補
佐
級
〉

町
民
福
祉
課
長
補
佐
兼
戸
籍
住
民
係
長

（
町
民
福
祉
課
長
補
佐
兼
戸
籍
住
民
第
一
係
長
）

　
　
　

本
田　
　

満

水
道
課
技
術
補
佐
兼
下
水
道
第
一
係
長

（
建
設
課
技
術
補
佐
兼
工
務
第
一
係
長
）

濵
田　

健
二

教
育
総
務
課
長
補
佐
兼
教
育
総
務
第
一

係
長
兼
教
育
管
財
係
長

（
教
育
総
務
課
長
補
佐
兼
教
育
総
務
第

一
係
長
兼
学
校
給
食
係
長
）

　

  

竹
本　

浩
憲

保
健
衛
生
課
主
幹
兼
介
護
保
険
第
一
係
長

（
保
健
衛
生
課
主
幹
兼
介
護
保
険
係
長
）

北
園　

弘
行

保
健
衛
生
課
主
幹
兼
介
護
保
険
第
二
係
長

（
教
育
総
務
課
主
幹
兼
教
育
管
財
係
長
）

川
畑　

幸
治

景
観
推
進
課
主
幹
兼
管
理
係
長

（
総
合
管
理
課
主
幹
兼
管
理
係
長
兼
町

民
第
三
係
長　

福
祉
事
務
所
兼
務
）

田
中　

耕
策

景
観
推
進
課
主
幹
兼
建
設
第
二
係
長

（
景
観
推
進
課
主
幹
兼
管
理
係
長
兼
建

設
第
二
係
長
）                

濵
﨑　

知
明

建
設
課
技
術
補
佐
兼
工
務
第
一
係
長

（
建
設
課
技
術
補
佐
兼
工
務
第
二
係
長
）

久
保　

良
昭

建
設
課
技
術
補
佐
兼
工
務
第
二
係
長

（
建
設
課
技
術
補
佐
兼
工
務
第
三
係
長
）

小
城　

久
義

建
設
課
技
術
補
佐
兼
工
務
第
三
係
長

（
建
設
課
技
術
補
佐
兼
工
務
第
四
係
長
）

石
橋　

久
信

教
育
総
務
課
主
幹
兼
学
校
給
食
係
長

（
長
島
町
立
鷹
巣
幼
稚
園
教
諭
）

兒
玉
美
和
子

　長島町役場に７人が新規採用され、４月１日からそれぞれの部署で
頑張っています。
　そこでニューフェースの意気込みを紹介します。

役場の新採職員を紹介

農林課
 濵田　泰介（34）

　

役
場
は
「
長
島
町
民
の
役
に
立
つ
人
の

い
る
と
こ
ろ
」
の
言
葉
を
胸
に
、
今
ま
で

経
験
し
て
き
た
こ
と
を
生
か
し
て
一
生
懸

命
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

耕地課
野中　清彦（29）

　

一
人
で
も
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

建設課
池林　善久（34）

　

町
民
の
た
め
に
一
生
懸
命
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

水道課
宮内也寸志（29）

　

今
ま
で
町
水
道
に
か
か
わ
る
仕
事
で
学

ん
で
き
た
技
術
、
経
験
を
生
か
し
、
水
道

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
守
る
た
め
、
一
生
懸
命

頑
張
り
ま
す
。

阿 久 根 地 区 消 防 組 合 派 遣
藤川　裕太（23）

　

自
分
が
こ
れ
ま
で
見
て
聞
い
て
感
じ
て

き
た
こ
と
を
一
人
で
も
多
く
の
人
の
役
に

立
て
る
よ
う
に
、
日
々
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

企画財政課
赤嵜　慶和（30）

　

昨
年
度
ま
で
企
業
に
勤
務
し
て
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
経
験
な
ど
を
生

か
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ
る

よ
う
な
職
員
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

町民福祉課
石橋　誠悟（24）

　

早
く
仕
事
を
覚
え
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

お
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

長
島
町
立
鷹
巣
幼
稚
園
教
諭

（
総
務
課
主
幹
兼
庶
務
係
長
）

　
　

 

松
下　

恵
子

〈
係
長
級
〉

総
務
課
庶
務
係
長

（
町
民
福
祉
課
戸
籍
住
民
第
二
係
長
）

竹
田　

知
美

総
合
管
理
課
管
理
係
長
兼
保
健
係
長　

福
祉
事
務
所
兼
務

（
総
合
管
理
課
保
健
係
長　

福
祉
事
務

所
兼
務
）                     

　  

江
口　

欣
二

総
務
課
主
任

（
阿
久
根
地
区
消
防
組
合
）  

小
川　

伸
也

総
合
管
理
課
主
任　

福
祉
事
務
所
兼
務

（
耕
地
課
主
任
）              

山
口　

博
之

〈
係
員
〉

税
務
課
主
事

（
税
務
課
主
事
補
）           

柏
木　

悠
肇

町
民
福
祉
課
主
事

（
鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
）

町
田
ま
す
み

水
産
商
工
課
主
事

（
水
産
商
工
課
主
事
補
）　

林　

英
里
佳

学
校
教
育
課
主
事
補

（
企
画
財
政
課
主
事
補
）　

山
口　

高
寛

農
林
課
技
師　
　

 　
　

   

濵
田　

泰
介

耕
地
課
技
師           　
　

野
中　

清
彦

建
設
課
技
師　

              

池
林　

善
久

水
道
課
技
師　

              

宮
内
也
寸
志

企
画
財
政
課
主
事
補　
　

赤
嵜　

慶
和

町
民
福
祉
課
主
事
補　
　

福
祉
事
務
所

兼
務　
　
　
　
　
　
　
　

石
橋　

誠
悟

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
派
遣

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

藤
川　

裕
太

〈
幼
稚
園
教
諭
〉

長
島
町
立
鷹
巣
幼
稚
園
教
諭

（
長
島
町
立
幣
串
幼
稚
園
教
諭
）

濵
田　

孝
子

長
島
町
立
幣
串
幼
稚
園
教
諭

（
長
島
町
立
鷹
巣
幼
稚
園
教
諭
）

豎
道　

美
和
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３
月

１
日　
　
　

 

全
体
朝
礼
（
指
江
庁
舎
）

５
日　
　
　

 

町
長
相
談
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　

 

長
島
町
観
光
公
社
評
議
員
会

（
長
島
町
役
場
）

６
日　
　
　

 

課
長
会
（
長
島
町
役
場
）

７
日　
　
　

 

町
村
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　

     

県
災
害
共
済
支
部
委
員
会
（
鹿
児
島
市
）

９
～
26
日　

 

長
島
町
議
会
３
月
定
例
会（
長
島
町
役
場
）

13
日　
　
　

 

中
学
校
卒
業
式
（
長
島
中
学
校
）

19
日　
　
　

 

県
信
用
保
証
協
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

21
日　
　
　

 

子
宝
お
祝
い
金
支
給
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　

 

獅
子
島
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　

 

町
赤
潮
対
策
協
議
会
（
長
島
町
役
場
）

22
日　
　
　

 

小
学
校
卒
業
式
（
川
床
小
学
校
）

　
　
　
　
　

 

食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
臨
時
総
会

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　

 

九
州
地
方
整
備
局
協
議
（
長
島
町
役
場
）

23
日　
　
　

 

県
市
町
村
関
係
団
体
総
会
・
理
事
会
等

（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　

 

鹿
児
島
県
景
観
大
賞
受
賞
式（
鹿
児
島
市
）

26
日　
　
　

 

長
島
町
有
害
鳥
獣
捕
獲
対
策
会
議

（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　

 

自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
総
会

 （
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　

 

自
治
功
労
賞
伝
達
式
（
長
島
町
役
場
）

27
日　
　
　

 

叙
勲
伝
達
式
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　

 

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
議
会（
阿
久
根
市
）

　
　
　
　
　

 

県
漁
業
信
用
基
金
協
会
理
事
会

（
鹿
児
島
市
）

28
日　
　
　

 

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会（
出
水
市
）

　
　
　
　
　

 

長
島
町
観
光
公
社
理
事
会（
長
島
町
役
場
）

29
日　
　
　

 

県
市
町
村
振
興
協
会
理
事
会（
鹿
児
島
市
）

30
日　
　
　

 

バ
レ
イ
シ
ョ
選
果
場
竣
工
式
（
唐
隈
）

　
　
　
　
　

 

バ
レ
イ
シ
ョ
販
売
対
策
会
議

（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

　
　
　
　
　

 

退
職
者
辞
令
交
付
式
・
辞
任
式

（
長
島
町
役
場
）

31
日　
　
　

 

第
２
回
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
オ
ー
プ

　
　
　
　
　

 

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト（
町
文
化
ホ
ー
ル
周
辺
）

浄
化
槽
整
備
事
業
を
推
進

　

本
町
の
浄
化
槽
整
備
事
業
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
個
人
設
置
型
整
備
事
業
で
推
進
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
推
進
計
画
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
の
３
年
間
に
限
り
、
浄
化
槽
設
置
工

事
費
（
本
体
の
み
）
に
対
し
て
補
助
金
が
増
額
さ
れ
、
個
人
負
担
金
の
軽
減
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に
町
が
設
置
し
た
合
併
処
理
浄
化
槽
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら

も
引
き
続
き
町
が
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

　

不
明
な
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
役
場
水
道
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　平成 23 年度から単独処理浄化槽（し尿のみを処理する
浄化槽）から、合併処理浄化槽に付け替えられるかたには、
撤去費の一部を補助しています。

人槽区分

個人負担金

（旧）
平成 23 年度まで

⇨
【半額に軽減】

（新）
平成 24 年度から
平成 26 年度まで

5 人槽 170,000 円   85,000 円

７人槽 200,000 円 100,000 円

10 人槽 250,000 円 125,000 円

浄化槽設置工事費補助金の内訳

◎問い合わせ先
　役場水道課下水道係
　☎（86）1111　［内線 2136］

【個人設置型（個人管理型）合併処理浄化槽】

９万円を上限
　（国：3 万円、県 3 万円、町 3 万円が限度額）

　浄化槽本体の設置工事を個人が行い、本体工事費に対し
て補助金を交付します。

【単独併処理浄化槽撤去費補助金】

※浄化槽の放流口（浄化水の放流）から９㍍以内については、
35,000 円以内で補助があります。
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発
見
！
マ
ン
ガ
図
鑑

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
来
た
！
（
４
）

　
　

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
来
た
！
」  

著

父
の
座
に
父
は
ゐい

ま
さ
ず
隙
間
風　
　
　
　

淵
脇　
　

護

島
畑
に
思
は
ぬ
昨よ

べ夜
の
寒
波
か
な　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

戸
籍
簿
に
新
し
家
族
福
寿
草　
　
　
　
　
　

山
嵜
加
代
子

竹
林
の
闇
に
紅
さ
す
山
椿　
　
　
　
　
　
　

竹
内　
　

功

日
脚
伸
ぶ
井
戸
端
会
議
尽
き
ぬ
午
後　
　
　

関　

佳
代
美

埋う
ず
み
び火

に
炭
継
ぐ
弟
子
や
風

ふ
う
ち
ょ
う鳥

亡な

し　
　
　
　

迫
口　

君
代

小
雪
積
む
菩
薩
の
頭
撫
で
て
や
る　
　
　
　

大
堂　

早
苗

日
脚
伸
ぶ
日
溜
り
に
来
る
油
売
り　
　
　
　

筑
前　

初
市

潮
風
に
耐
え
て
今
年
も
水
仙
花　
　
　
　
　

大
堂　

正
弘

日
脚
伸
ぶ
帰
り
支
度
も
ゆ
っ
た
り
と
　
　
　
中
橋
　
藤
七

老
木
に
今
年
も
咲
き
し
寒
椿
　
　
　
　
　
　
二
階
堂
恵え
い
こ子

　最強のチンパンジーがいる !?
人気番組が読みやすい単行本に
なりました。

あ
っ
ぱ
れ
お
ど
け
者

野
村  

純
一
・
松
谷
み
よ
子  

監
修

　おおきな活字で読みやすい本
です。その他にも現代や時代小
説や名作集、民話集など種類も
豊富です。

春
浜
風
に
ポ
ピ
ー
の
花
が
と
り
ど
り
に
揺
れ
つ
つ
雨
の
雫

し
ず
く

を
落
と
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

風
止
み
て
霙
み
ぞ
れ

音
な
く
庭
ぬ
ら
す
椿
一
輪
一
輪
寒
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

寒
の
土
も
た
げ
て
出
で
し
蕗ふ
き

の
薹と

う

深
き
苦
み
の
酢
味
噌
で

旨
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

ヒ
ロ

曇
り
日
の
穏
や
か
な
れ
ば
海
渡
り
鶴
の
幾
群
帰
り
ゆ
く
見

ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

幸
子

冬
枯
れ
の
沢
静
ま
れ
る
小
浜
川
白
鷺
一
羽
立
ち
て
動
か
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

杯さ
か
ず
きに
似
た
る
黄
水
仙
の
花
清す

が

し
匂
ひ
と
共
に
亡つ

ま夫
に
供

ゆ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

映
子

一
日
に
幾
度
も
眺
め
て
心
足
る
菜
園
な
べ
て
薹と
う

だ
ち
初そ

む

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

馬
鈴
薯
は
芽
ぐ
み
清す
が

し
く
揃
ひ
ゐい

て
山
を
透と

お

せ
る
鶯
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

春
彼
岸
墓
参
り
が
て
ら
憩
ふ
丘
の
風
肌
さ
む
く
桜
七
分
咲

き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

老
梅
の
花
に
寄
り
く
る
番
つ
が
い

の
蜂
浅
く
飛
び
交
ひ
春
の
香
運

ぶ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

霧
雨
の
山
頂
に
来
て
撞
く
鐘
の
響
き
は
こ
の
島
に
遍
あ
ま
ね

ね
はわ

る
か
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

手
術
し
て
日
浅
き
母
親
婚
礼
の
娘
よ
り
の
花
束
抱
き
て
涙

す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

喜
寿
迎
ふ
わ
が
抱い
だ

き
た
る
花
束
を
送
り
し
娘
と
思
ひ
語
ら

ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

［
短
歌
］

人
間
は
長
生
有
て
出
来
る
の
よ
思
う
事
な
ど
成
す
事
出
来

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

銀
杏
の
木
大
木
根
元
新
芽
の
び
神
社
に
祈
る
孫
た
ち
思
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

地
球
な
る
星
に
生
ま
れ
て
生
き
る
身
は
無
常
の
掟さ
だ

め
知
る

よ
し
も
が
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶯
出　

成
人

［
俳
句
］

い
ろ
ど
り
の
花
を
に
ぎ
わ
す
大
風
車　
　
　

江
口　

令
子

春
桜
散
り
行
く
先
に
海
の
青　
　
　
　
　
　

小
田
原
チ
セ
子

風
さ
や
か
花
に
も
ま
さ
る
茶
の
か
ほ
り　
　

菊
地　

茂
彦
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「
長
島
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

入
賞
作
品
展
の
開
催

　

平
成
22
年
12
月
１
日
か
ら
平
成

23
年
11
月
30
日
の
期
間
募
集
し
た

「
長
島
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
入

賞
作
品
展
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
日
時

　

５
月
６
日
（
日
）
ま
で

　

※
毎
週
月
曜
日
は
休
館
の
た
め

　

開
催
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

○
場
所

　

長
島
町
歴
史
民
族
資
料
館

○
入
場
料
＝
大
人
２
０
０
円

　
　
　
　
　

 

小
中
学
生
１
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ
先　

　

役
場
企
画
財
政
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
器
な
ど

の
購
入
補
助
金
制
度

　

4
月
1
日
か
ら
、
ご
み
減
量
化

推
進
の
一
環
と
し
て
進
め
ら
れ
て

き
た
、
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
器

（
電
動
生
ご
み
処
理
機
）
の
購
入
補

助
金
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

○
購
入
補
助
金
の
限
度
額

　

3
万
5
千
円
（
1
万
円
増
）

○
予
定
台
数
＝
20
台

※
コ
ン
ポ
ス
ト
は
、
2
５
０
０
円

以
内
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先　

　

保
健
衛
生
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

５
月
の
連
休
中
に
お
け
る
ご

み
の
受
け
入
れ

　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
の
環

境
セ
ン
タ
ー
と
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
で
は
、
個
人
持
込
み
に
よ
る

燃
え
る
ご
み
・
燃
え
な
い
ご
み
・

リ
サ
イ
ク
ル
品
の
特
別
受
入
れ
を

実
施
し
ま
す
。
た
だ
し
、
費
用
に

つ
い
て
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

○
特
別
受
入
日

　

5
月
4
日
（
金
）［
み
ど
り
の
日
］

◎
問
い
合
わ
せ
先　

　

役
場
保
健
衛
生
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

消
費
生
活
問
題
が
発
生
し
て

い
ま
す

　

県
内
各
地
で
、
未
公
開
株
に
よ

る
投
資
詐
欺
、
訪
問
販
売
に
よ
り

高
額
商
品
を
購
入
さ
せ
る
、
海
外

か
ら
の
手
紙
で
当
選
金
が
当
た
っ

た
の
で
手
数
料
を
振
込
ま
せ
る
宝

く
じ
商
法
、
日
用
品
の
無
料
配
布

な
ど
の
名
目
で
人
を
集
め
、
言
葉

巧
み
に
高
額
な
商
品
を
契
約
さ
せ

て
し
ま
う
催
眠
商
法
（
ハ
イ
ハ
イ

学
校
）
に
よ
る
被
害
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
必
要
な
け
れ
ば
き
っ
ぱ

り
断
る
こ
と
、
覚
え
が
な
い
と
き

は
振
込
ま
ず
他
の
人
に
相
談
し
て

み
る
、
商
品
の
無
料
配
布
に
気
を

と
ら
れ
て
安
易
に
高
額
な
商
品
を

契
約
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
販
売
方
法
に
よ

っ
て
は
、
契
約
し
て
し
ま
っ
た
場

合
で
も
、
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
ク

ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
に
よ
り
無
条

件
解
約
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
８

日
を
過
ぎ
て
も
解
約
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
必
要
の
な
い
商

品
を
契
約
し
て
お
困
り
の
か
た
は
、

長
島
町
消
費
者
相
談
窓
口
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先　

　

長
島
町
消
費
者
相
談
窓
口

　
（
役
場
水
産
商
工
課
内
）

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

固
定
資
産
の
縦
覧
と
閲
覧

　

平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
で
登

録
さ
れ
て
い
る
町
内
の
土
地
お

よ
び
家
屋
の
縦
覧
を
、
４
月
２

日
（
月
）
か
ら
５
月
31
日
（
木
）

ま
で
、
役
場
税
務
課
と
指
江
庁
舎

総
合
管
理
課
で
実
施
し
ま
す
。
納

税
義
務
者
本
人
の
所
有
以
外
の
土

地
、
家
屋
に
つ
い
て
も
一
定
の
項

目
に
限
り
縦
覧
で
き
、
納
税
義
務

者
本
人
の
課
税
台
帳
は
一
年
を
通

し
て
閲
覧
で
き
ま
す
（
い
ず
れ
も
、

土
・
日
曜
日
・
祝
・
祭
日
を
除
き

ま
す
）。
平
成
23
年
中
に
土
地
の

異
動
を
さ
れ
た
か
た
や
、
家
屋
を

新
築
・
増
築
さ
れ
た
か
た
は
、
早

め
に
閲
覧
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

代
理
人
が
課
税
台
帳
を
閲
覧
さ
れ

る
場
合
は
、
委
任
状
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
本
人
で
あ
っ
て

も
縦
覧
・
閲
覧
に
は
、
印
鑑
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
必
ず
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先　

　

役
場
税
務
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

「
高
齢
者
学
級
」
開
設
団
体
募
集

　

各
集
落
の
老
人
ク
ラ
ブ
ご
と
に

仲
間
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
な
ど

を
目
標
に
高
齢
者
学
級
を
開
設
し

て
い
ま
す
。
学
習
内
容
は
、趣
味
・

教
養
、
生
活
、
健
康
、
福
祉
、
ス

ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
の
学
習
を
学
級

単
位
で
行
う
も
の
で
す
。
活
動
の

方
法
は
指
導
し
ま
す
の
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

○
学
習
規
模
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１
回
２
時
間
以
上
、
年
10
回
程
度

○
開
設
期
間

　

平
成
24
年
５
月
～

　
　
　
　
　

平
成
25
年
２
月
ま
で

○
条
件

・
15
人
程
度
以
上
の
学
級
生
を
確

保
で
き
る
こ
と

・
学
習
内
容
を
自
主
的
に
編
成
で

き
る
こ
と

○
申
込
期
限

　

平
成
24
年
４
月
30
日

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

予
約
制
に
よ
る
年
金
相
談
の

ご
案
内

　

川
内
年
金
事
務
所
で
は
、
予
約

制
に
よ
る
年
金
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

○
予
約
申
し
込
み
方
法

・
相
談
希
望
日
１
カ
月
前
か
ら
各

市
町
の
国
民
年
金
係
の
窓
口
で
受

け
付
け
ま
す
。

・
予
約
を
受
け
付
け
る
際
は
、
相

談
者
お
よ
び
配
偶
者
氏
名
、
基
礎

年
金
番
号
、
電
話
番
号
、
相
談
内

容
な
ど
に
つ
い
て
確
認
し
ま
す
。

○
予
約
日

　

5
月
10
日
、
８
月
９
日
、
11
月

８
日
、
2
月
14
日

○
予
約
時
間
帯

　

午
前
10
時
～
正
午

　

午
後
1
時
～
午
後
3
時

○
相
談
時
間

　

原
則
20
分
（
予
約
状
況
に
よ
り
、

希
望
の
日
時
を
調
整
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

※
年
金
相
談
に
お
越
し
の
際
は
、

年
金
手
帳
（
基
礎
年
金
番
号
通
知

書
）、
年
金
証
書
、
振
込
通
知
書

な
ど
の
ほ
か
、
相
談
者
本
人
で
あ

る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の
を
ご

持
参
の
う
え
、
予
約
時
間
10
分
前

ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
代
理

の
か
た
が
ご
相
談
に
来
ら
れ
る
際

に
は
、
委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
都
合
に
よ
り
来
所
で

き
な
い
場
合
は
、
事
前
に
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
町
民
福
祉
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

平
成
24
年
全
国
戦
没
者
追
悼

式
」
参
列
遺
族
の
募
集

　

全
国
戦
没
者
追
悼
式
に
参
列
を

希
望
さ
れ
る
遺
族
の
か
た
を
募
集

し
ま
す
。

○
日
時
＝
8
月
15
日
（
水
）

　

※
前
日
か
ら
団
体
行
動

○
場
所
＝
日
本
武
道
館

○
対
象
者

　

①
戦
没
者
の
配
偶
者
お
よ
び
三

　

親
等
内
の
遺
族

　

②
一
般
戦
災
死
没
者
の
配
偶
者

　

お
よ
び
三
親
等
内
の
遺
族

　

※
①
②
ど
ち
ら
も
過
去
参
列
し

　

て
い
な
い
か
た
を
優
先

○
申
込
期
間

　

5
月
1
日
（
火
）
～

　
　
　
　
　
　

   

5
月
31
日
（
木
）

○
申
込
先

　

役
場
町
民
福
祉
課

◎
問
い
合
わ
せ
先　

　

鹿
児
島
県
庁
社
会
福
祉
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
８
３
０

自
動
車
税
は
5
月
31
日
ま
で

に
納
め
ま
し
ょ
う

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1
日

現
在
で
自
動
車
検
査
証
に
記
載
さ

れ
て
い
る
自
動
車
の
所
有
者
ま
た

は
使
用
者
に
納
め
て
い
た
だ
く
税

金
で
す
。
今
年
の
納
期
限
は
5
月

31
日
（
木
）
で
す
。
5
月
上
旬
に

納
税
通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。
鹿
児
島
県
の
自
動

車
税
は
金
融
機
関
窓
口
、
コ
ン
ビ

ニ
、
ペ
イ
ジ
ー
収
納
の
ほ
か
、
ご

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
か

ら
、Yahoo!

公
金
支
払
い
の
ペ

ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
が
で
き
ま
す
。

利
用
で
き
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー

ド

はVISA

、M
asterCard

、

JCB

、
ダ
イ
ナ
ー
ス
、Am

erican 

Express

で
す
。

※
利
用
期
間
は
平
成
24
年
5
月
7

日
（
月
）
か
ら
平
成
24
年
5
月
31

日
（
木
）
ま
で
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
地
域
振
興
局
県
税
課

　

☎
０
９
９
６
（
23
）
５
１
５
１

実
態
把
握
活
動
を
実
施

　

長
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
で
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
宅

を
看
護
師
2
人
が
訪
問
し
、
実
態

把
握
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
調
査
は
、
家
族
や
生
活
の
状
況
、

治
療
中
の
病
気
な
ど
に
つ
い
て
お

尋
ね
し
ま
す
の
で
、
調
査
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
役
場
保
健
衛
生
課
内
）

　

☎
（
86
）
１
１
１
１
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水チームに長島の３人が出走出 県下一周市郡対抗駅伝競走大会

子島の紅甘夏でＰＲ
長島町観光キャンペーン

　第 59 回鹿児島県下一周市郡対抗駅伝競走大会
が２月 25 日から５日間、588.6 ㎞のコースで競
われ、本町出身者として鶴翔高校３年の樋渡速太
さん（鷹巣中出身、菅牟田）と２年の池田智史さ
ん（獅子島中、幣串）、出水市消防本部の中浦栄
作さん（獅子島中出身、出水市在住）が出水チー
ムの一員として出場を果たしました。
　５日間にわたり樋渡さんは、出水市をゴールと
する２日目の３区（8.2 ㎞）を含め３回、同じく
池田さんが９区（11.4 ㎞）を含め２回出走しま
した。中浦さんは、３日目の 7 区（8.8 ㎞）と４
日目の７区（9 ㎞）で出場。出走した３人は粘り
強く走り抜き、チームに大きく活躍しました。

　九州新幹線全線開業 1 周年を迎えた福岡
市のＪＲ博多シティで、３月 18 日、長島町
の観光キャンペーンを行いました。
　この日は、獅子島の紅甘夏など２千個を来
場者に配布し " 九州新幹線沿線から一番近い
離島の獅子島” を売り込みました。
　会場となった「屋上庭園つばめの杜ひろば」
には家族連れなど大勢詰め掛け、町キャンペ
ーンレディの二人らが「長島と獅子島は風光
明媚でいいところ。新幹線を使うとすぐ近く」
と声を掛けなが紅甘夏を配りました。あわせ
て３月 31 日から始まる「夢追い長島花フェ
スタ」のチラシを手渡しするなど町のイベン
トも宣伝しました。

↓紅甘夏を配るキャンペーンレディの二人

力走する鶴翔高校３年の樋渡速太さん↓

鷹巣小学校下に設置された防犯灯↑

獅

内 25 カ所に防犯灯設置町 コミュニティ（宝くじ）助成事業

　本町では、平成 23 年度の宝くじ助成金で、町
内 25 カ所に防犯灯を設置しました。この取り組
みは、夜間の交通事故防止や防犯を未然に防ぎ、
地域の安心・安全を確保するためのもので、今年
度からはＬＥＤを使用した照明器具となったた
め、これまでに設置された防犯灯より電気料の軽
減が見込まれます。

16Nagashima town Public Relations



ょうたん島で思いでつくるひ 幣串小学校の無人島でお別れ遠足

　２月 24 日、幣串小学校（坂元英透校長）では、幣串
沖にある学校所有の無人島「ひょうたん島」でお別れ遠
足を行いました。
　このひょうたん島は学校林としても活用。児童ら一人
ひとりが気に入ったマイツリーを持ち、その木を６年間
観察し育てるなど全国でも珍しい取り組みが評価され、
全国日本学校関係緑化コンクールでも表彰されました。
　この日は到着後、高学年は昼食を作るためのかまど製
作に挑戦。小さな石を積み上げ即席のかまどを完成さ
せ、自分たちで火をおこしました。低学年は、流れ着い
た薪を拾うなどし、みんなで力を合わせて作ったご飯と
カレーに大喜びの様子でした。６年生にとっては、最後
の遠足となり、島を離れる際は、「これまでありがとう。
さようなら」と手を振っていました。

ービス宣言を " ちょうちん” で
長島地区ホテル旅館組合の合同宣言

い出を胸に旅立つ思 町内の小中学校で卒業式

サ
　長島町の 13 軒が加盟する長島地区ホテル旅館
組合（竹之内重信会長）は、心を込めたサービス
の提供を宣言する " ちょうちん” を各店舗の玄関
前に設置しました。
　この " ちょうちん” には、「長島（獅子島）の
観光に心を添える宿」と書かれており、同組合は
長島に多くの観光客を呼び込み、個性のある料理
を提供するとともに、地産地消の徹底、町内イベ
ントとの連携を図ることを目的としています。
　ちょうちんの導入を発案し、推進した竹之内会
長は「組合員それぞれが、おいでくださるお客様
に対して親切な心を持ち、きめ細やかなサービス
を提供することを心がけるため」と話しました。

　町内の中学校で３月 13 日、小学校で 22 日、
卒業式が行われました。
　田尻小学校では、男子２人、女子２人の計４人
が卒業。山之口信幸校長から卒業生一人ひとりに
卒業証書が手渡され「６年間の全課程を修了し、
身に付けた知力、体力を中学校でも発揮して」と
激励の言葉が贈られました。
　この後、卒業証書を受け取った卒業生らは " 将
来の夢” をそれぞれ立派に述べ、参列者からたく
さんの拍手が送られました。そして卒業生による

「お別れの言葉」が始まると、児童や保護者らは
目がしらを押さえ、別れを惜しんでいました。

13 の旅館に設置された " ちょうちん” と竹之内会長↓

卒業証書を授与される卒業生↑

小石を積み上げた自家製かまどでの昼食作り↑

17 広 報 な が し ま



（　）内は前月比

11,408(  -77)
  5,517(  -25)
  5,891( -52)
  4,379(  -17)

平成 24 年 3 月 31 日現在

鹿児島県景観大賞を受賞

　３月 23 日、 鹿児島県庁で 2011 年度

景観表彰があり、伊藤祐一郎鹿児島県知

事から川添健長島町長に景観大賞が贈ら

れました。

　 今 回 は、 町 内 を め ぐ る 国 道・ 県 道 約

40 ㌔に石積み花壇を 200 カ所以上設置

し た「ぐ る っ と 一 周 フ ラ ワ ー ロ ー ド 事

業」が受賞。個人や団体が、ボランティ

アで年間を通じて花を管理し、さまざま

な花で沿道を彩っている取り組みと、長

島町の海・山の自然の美しさと歴史的文

化遺産を生かした個性豊かなまちづくり

が評価されました。

　川添健町長は「新生長島町誕生を機に

町民の融和を図ろうと始めた事業。町民

の自慢となっており、今後は日本一景観

に優れた町を目指したい」と抱負を語り

ました。

知事室で表彰を受ける川添健町長ら↑

石積みと花による景観づくり
「ぐるっと一周フラワーロード事業」が評価

石積み花壇と町民総参加の花づくり

伊藤祐一郎知事と今後の目標を語る川添健町長↑
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ツルの北帰行終わる

　本町の行人岳は、ツルの北帰行が見れる場所として有
名です。２月から３月にかけて、連日ツルの北帰行を一
目見ようと大勢のツルファンが訪れます。駐車場には鹿
児島ナンバーのほか、県外ナンバーも数多く見られ、天
気が良く、北帰行に適した日には駐車場が満杯になり駐
車できないほど混雑します。
　平成 23 年度は 13,101 羽が越冬のため出水市の出水
平野に渡ってきました。そして、そのツルたちの北帰行
は、１月 30 日のマナヅル 198 羽から始まり４月５日ま
でで、ほぼ全羽が渡り終えました。
　毎年、行人岳でツルの北帰行の写真を撮る阿久根市の
福浦重松さんは「今年も北帰行するツルの姿に感動しま
した。来年も写真を撮るため行人岳に伺います」と話し
ました。

行人岳で北帰行を待つツルファン

ツルの北帰行を撮影するカメラマン
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月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

●５月４日はみどりの日です。
　みどりの日は、「自然にしたしむとともにそ
の恩恵に感謝し、豊かな心をはぐくむ」ことを
趣旨としています。

●５月５日はこどもの日です。
　こどもの日は、「こどもの人格を重んじ、こ
どもの幸福をはかるとともに、母に感謝する」
ことを趣旨としています。

１３ １４ １５ １６ １７ １８ １９

６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

　４/２９ ４ ５

２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６

２７ ２８ ２９  ３０ ３１   ６/１   ６/２

 ４/３０ １ ２ ３

２０１２5
　　　

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

　　　

◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■燃えないごみ・資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ　　（獅子島）

　　　憲法記念日
　　　

○長島クリニック 88-6405
○奥田蘇明会医院 82-3998
○山田クリニック 72-0420
○よしだ泌尿器科クリニック63-7800
○児島歯科医院 86-1266
□こがね薬局 64-1132
□のぞみ薬局 73-2131
□しおかぜ薬局 88-6011
◇出水総合医療センター67-1611

　　　みどりの日

○平尾診療所 88-2595
○吉田耳鼻咽喉科医院 62-0170
○北国医院 72-0016
○高尾野診療所 82-0017
○児島歯科医院 86-1266
□クレイン調剤薬局 63-4300
□高尾野会営薬局 64-2110
□上野薬局 72-1016
◇二宮医院 62-0167

　　　こどもの日

○飯尾医院 88-5040
○楠元内科医院 62-5600
○阿久根眼科 72-0040
○市川医院 63-3151
○田畑歯科医院 62-0888
□ポポロ薬局 63-4630
□第二緑調剤薬局 63-1177
□高松薬局 73-4002
◇しみずこども医院 68-0633

○鷹巣診療所 86-0054
○来仙医院 84-2005
○林胃腸科外科 73-3639
○吉井中央病院 62-3111
○田畑歯科医院 62-0888
□スマイル薬局 84-2430
□マリン薬局 63-6678
□阿久根薬局 72-1017
□長島調剤薬局 64-5555
◇キッズクリニック 63-7707

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎母子相談・歯科相談
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）
（平尾・蔵之元・川内）

◎ラッコ教室
　（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○長島クリニック88-6405
○広瀬産婦人科医院 62-1559
○植村整形外科 72-1041
○クリニック . なかむら 62-0241
○脇本病院 75-2121
○金子歯科医院 63-2150
□ふれあい薬局 63-3070
□会営薬局阿久根店 72-5060
□しおかぜ薬局　88-6011
◇こどもクリニック永松64-1500

◎ＭＲ
■燃えるごみ

（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■燃えないごみ・資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ　　（獅子島）

◎３歳６カ月健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

○平尾診療所 88-2595
○恒吉医院 82-0048
○有村産婦人科・内科 73-4180
○三慶医院 63-2333
○石沢歯科医院 84-4411
□タカラ調剤薬局 62-8813
□さかえまち薬局 72-0978
◇出水総合医療センター67-1611

◎子宮がん検診
■燃えるごみ

（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島 )

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）
（平尾・蔵之元・川内）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○飯尾医院 88-5040
○平田整形外科クリニック 62-8801
○上園医院 73-1055
○野田診療所 84-2023
○おてき歯科医院 63-0393
□ひまわり薬局 62-6070
□野田調剤薬局 84-2856
□本町薬局 73-3233
◇出水総合医療センター67-1611

◎子宮がん検診
◎日本脳炎
■燃えるごみ

（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

●５月３日は憲法記念日です。
　憲法記念日は、「日本国憲法の施行を記念し、
国の成長を期する」ことを趣旨としています。

祝日には、国旗を掲げましょう！


